
多摩都市計画道路３・１・６号 南多摩尾根幹線 

擁壁築造工事（聖ヶ丘） 説明会（オープンハウス形式） 

令和８年３月１１日（水）午後３時～午後８時  多摩市立武道館 2 階 会議室 

来場者３１名 

 

説明会における、来場者からの主なご質問と回答について 

 

Q１．騒音・振動が気になる。この工事で夜間作業は行うのか？ 

 

Q２．坑口（トンネルの出入り口）の位置を教えて欲しい。 

 

Q３．現道ならびに聖ヶ丘四丁目交差点はどのような構造になる計画か？ 

 

※イメージであり、実際とは異なる場合があります。 

下図の位置を予定しております。 

 

現道は稲城多摩トンネル（仮称）の側道として現況のまま利用する計画です。また、聖ヶ丘四丁

目交差点につきましても、現況のままとする計画としております。 

稲城多摩トンネル（仮称） 

坑口 

多摩東公園交差点 

聖ヶ丘四丁目交差点 

本工事では施工に際し低騒音・低振動型建設機械を使用し、騒音振動の低減に努めてまいります。 

夜間作業につきましては現在のところ予定しておりません。 



Q４．遮音壁は設置するのか？ また、坑口周辺の景観について説明してもらいたい。 

 

Q５．トンネル工事について説明してもらいたい。 

 

遮音壁は設置する計画としております。詳細につきましては現在検討中のため、今後の説明会等

の機会にてご説明をさせていただきます。 

今後の説明会等の機会にてご説明をさせていただきます。 


